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稚貝の付着は依然として継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果の概要＞ 

○  ラーバは県中部で大型個体が多数出現。 

○  唐丹湾の水深 10ｍ層の水温は 10.6℃と、例年より低め。 

○  付着稚貝数は県中部では高水準で推移し、県中南部では大幅に増加。付着は継続。

＜宮城県北部の状況：稚貝の付着が継続（6 月 17 日発行採苗通報）＞ 

○  ラーバは大型個体を主体に 7～53 個/㎥。個体数は微増。 

○  試験採苗器の付着稚貝数は 64～123 個/袋（7 日間）。付着は継続。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮古 6/20 11.9℃ 

13 個/㎥，41 個/㎥  

6/14～6/20 6,008 個/袋

唐丹 6/21 10.6℃ 

1 個/㎥，9 個/㎥   

6/13～6/21 622 個/袋

広田 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥  

    － 

野田沖 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥   

－ 

種市沖 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥   

    － 

図１ 各定点の調査結果 

調査点 調査日 10ｍ層水温 

ラーバ出現数(200μ未満、200μ以上)

試験採苗器垂下期間 付着稚貝数 
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図２ 唐丹湾における水深 10ｍ層水温と

ラーバ・付着稚貝の出現状況 

 次報は、7 月 1 日に発行する予定です。 


